
特
性
を
活
か
し
た
開
発
に
向
け
検
討
作
業

を
進
め
ま
す
。

　

本
市
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い

る
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
キ
ャ

ン
プ
を
積
極
的
に
支
援
し
、
念
願
の
日
本

シ
リ
ー
ズ
優
勝
が
果
た
せ
る
よ
う
取
組
み

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
振
興
に
も
取
組
み
、
観
光
客
の

増
大
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

積
極
的
に
行
い
ま
す
。

▼
「
地
域
商
店
街
の
活
性
化
」

　

地
域
の
事
業
者
が
連
携
し
、
ま
ち
の
魅

力
と
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る
商
店
街

活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
地
元
消
費
の

拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。
空
き
店
舗
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
と
連
携
し
、
専
門
的
か
つ
効
果
的
な

経
営
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
「
商
工
業
・
情
報
通
信
産
業
の
振
興
」

　

地
元
商
工
業
者
が
抱
え
る
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
宜
野
湾
市
小
口
資

金
融
資
制
度
等
に
よ
る
資
金
調
達
の
円
滑

化
、
市
内
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
等

に
取
組
み
ま
す
。
ま
た
新
た
な
情
報
通
信

産
業
等
振
興
施
設
整
備
の
事
業
手
法
も
検

討
し
ま
す
。

▼

「
企
業
立
地
と
多
様
な
働
き
方
に
よ
る

就
労
の
促
進
」

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
誠
園
跡
地
の

活
用
を
図
る
た
め
、
具
体
的
な
検
討
を
行

い
ま
す
。
本
市
は
「
情
報
通
信
産
業
振
興
地

域
」
等
の
地
域
指
定
を
受
け
て
お
り
、
各
地

域
制
度
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
に
取
組
み

ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
を
支
援
す
る
、
多
様
な
働
き
方
就

労
支
援
事
業
を
実
施
し
、
就
労
希
望
者
と

市
内
事
業
所
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
企
業
、
学
校
、
保
護

者
等
が
連
携
し
、
未
来
を
担
う
優
秀
な
働

き
手
の
育
成
に
取
組
み
ま
す
。

▼
「
都
市
農
業
・
漁
業
の
振
興
」

　

都
市
農
地
の
有
効
活
用
及
び
市
街
地
形

成
に
お
け
る
農
業
と
の
共
存
に
資
す
る
よ

う
、
都
市
農
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
改
訂

版
「
宜
野
湾
市
大
山
田
い
も
栽
培
地
区
振

興
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
大
山
土
地
区
画

整
理
事
業
と
連
携
し
、
大
山
田
い
も
栽
培

農
地
の
適
切
な
保
全
を
図
り
ま
す
。

　

都
市
に
お
け
る
漁
業
の
振
興
を
図
る
た

め
、
浦
添
宜
野
湾
漁
業
協
同
組
合
へ
燃
料

費
の
補
填
支
援
を
行
い
ま
す
。

基
本
目
標
５

安
全
・
快
適
で
、
持
続
的
発
展
が
可
能
な
ま
ち

▼
「
防
災
及
び
救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
」

　

西
海
岸
地
域
に
お
け
る
地
震
や
津
波
に

対
す
る
避
難
訓
練
の
実
施
、
備
蓄
食
糧
及

び
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
に
取

組
み
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
昨
年
４

月
に
普
天
間
一
区
自
主
防
災
会
が
設
立
さ

れ
、
将
来
的
に
は
、
全
自
治
会
で
自
主
防
災

組
織
が
結
成
さ
れ
る
よ
う
、
組
織
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

　

救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
に
防
災
拠
点
と
な
る
消
防
署
我
如

古
出
張
所
の
改
築
事
業
に
お
い
て
、
今
年

度
は
実
施
設
計
を
行
い
、
平
成
32

年
度
の
工

事
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
の
要

と
し
て
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
協
力
支

援
、
応
急
手
当
の
普
及
指
導
及
び
イ
ベ
ン

ト
時
な
ど
の
警
戒
活
動
を
通
じ
、
指
導
的

役
割
を
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

火
災
予
防
に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
な
ど
住
宅
防
火
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

▼
「
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
強
化
」

　

学
校
や
自
治
会
、
警
察
等
と
連
携
し
、
横

断
歩
道
等
の
交
通
安
全
施
設
の
充
実
や
、

防
犯
協
力
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

▼
「
環
境
保
全
と
循
環
型
社
会
の
形
成
」

　

「
宜
野
湾
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

を
な
お
一
層
推
進
し
、
家
庭
ご
み
の
収
集

に
つ
い
て
は
、
門
前
収
集
に
取
組
み
ま
す
。

　

「
宜
野
湾
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（

区

域

施

策

編

）
」
及

び
「C

O
O
L

　

C
H
O
I
C
E

賛
同
宣
言
」
に
基
づ
き
、
省
エ
ネ

設
備
等
設
置
の
推
進
や
環
境
教
育
講
習
会

を
実
施
し
、
環
境
保
全
の
意
識
啓
発
に
取

組
み
ま
す
。

▼
「
公
害
・
環
境
衛
生
対
策
の
推
進
」

　

倉
浜
衛
生
施
設
組
合
の
し
尿
処
理
施
設

整
備
事
業
に
取
組
み
、
生
活
排
水
対
策
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

▼
「
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
」

　

健
全
な
市
街
地
の
整
備
と
生
活
環
境
の

改
善
に
向
け
、
宇
地
泊
第
二
土
地
区
画
整

理
事
業
及
び
佐
真
下
第
二
土
地
区
画
整
理

事
業
に
取
組
み
ま
す
。

　

普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て
、
普
天
間
地
区
は
、
門
前
広
場
の

整
備
へ
向
け
た
建
物
補
償
等
に
取
組
み
、

交
流
施
設
の
基
本
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

▼
「
地
域
活
動
を
通
じ
た
学
び
の
充
実
と

文
化
の
継
承
」

　

市
民
図
書
館
に
お
い
て
は
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
や
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
に
努
め
る
ほ
か
、
様
々
な
企
画
展
や

催
し
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

文
化
財
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
文

化
財
を
紹
介
す
る
「
歴
史
・
文
化
遺
産
マ
ッ

プ
」
や
「
地
域
文
化
財
案
内
板
」
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

市
立
博
物
館
に
お
い
て
は
、
地
域
文
化

の
理
解
に
つ
な
が
る
企
画
展
や
講
座
な
ど

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、「
宜
野
湾
市
史
」

第
８
巻
伊
佐
浜
の
土
地
闘
争
編
を
刊
行

し
、
歴
史
と
文
化
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

基
本
目
標
４

地
域
資
源
を
活
か
し
た
、
活
力
あ
る
ま
ち

▼
「
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興
」

　

本
市
西
海
岸
地
域
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
支
援
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
等
を

開
催
し
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
定
着

を
図
り
ま
す
。

　

特
産
品
、
市
産
品
の
普
及
促
進
に
つ
い

て
は
、
県
内
外
の
物
産
展
等
に
出
展
す
る

市
内
事
業
者
へ
出
展
料
の
助
成
を
行
い
、

特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
及
び
販
路
拡
大
を
図
り

ま
す
。

▼
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
支
援
機
能
の
充
実
」

　

「
沖
縄
21

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
世
界
水
準
の
都

市
型
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
・
リ
ゾ
ー
ト

地
の
形
成
」
を
目
指
し
、
国
及
び
沖
縄
県
の

協
力
連
携
の
も
と
、
西
海
岸
地
域
が
持
つ
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ま
た
、
真
栄
原
地
区
は
、
交
流
施
設
の
整
備

へ
向
け
た
建
物
補
償
等
を
開
始
し
、
同
施

設
と
併
せ
た
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
検
討

を
進
め
ま
す
。

　

市
民
の
安
全
・
快
適
な
住
環
境
整
備
の

た
め
、
住
生
活
基
本
計
画
の
改
訂
並
び
に

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
既
存

市
営
住
宅
の
計
画
的
な
修
繕
や
、
改
繕
に

よ
る
長
寿
命
化
を
推
進
し
、
伊
利
原
市
営

住
宅
Ｅ
棟
改
修
工
事
の
実
施
に
向
け
た
準

備
を
進
め
ま
す
。

　

生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
空

き
家
等
に
関
す
る
方
針
を
示
す
た
め
、
空

家
等
対
策
計
画
策
定
事
業
に
取
組
み
ま
す
。

▼
「
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
」

　

市
道
宜
野
湾
11

号
の
平
成
31

年
度
中
の

供
用
開
始
に
向
け
、
地
権
者
等
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
進
め
ま
す
。
ま
た
、
中
原
進
入

路
に
つ
い
て
も
市
道
認
定
を
行
い
、
道
路

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区

跡
地
と
国
道
58

号
を
つ
な
ぐ
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連

携
し
取
組
み
ま
す
。

　

市
道
我
如
古
21

号
、
嘉
数
１
号
及
び
伊

佐
１
号
の
整
備
事
業
並
び
に
都
市
計
画
道

路
の
３
・
４
・
71

号
普
天
間
線
道
路
整
備
事

業
も
実
施
し
、
供
用
中
の
道
路
や
橋
り
ょ

う
に
つ
い
て
は
、
快
適
な
道
路
環
境
の
持

続
的
な
提
供
の
た
め
、
橋
り
ょ
う
の
老
朽

化
対
策
や
、
大
山
７
丁
目
地
内
の
舗
装
改

良
な
ど
、
道
路
の
計
画
的
な
維
持
修
繕
に

努
め
ま
す
。

▼
「
上
・
下
水
道
の
整
備
」

　

今
年
度
よ
り
、
水
道
局
と
建
設
部
下
水

道
課
の
組
織
を
統
合
し
、「
宜
野
湾
市
上
下

水
道
局
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
直
接
関
わ
る
窓
口
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
、
水

の
循
環
に
関
わ
る
給
水
か
ら
排
水
ま
で
の

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
維
持
保
全
を
図

り
、
安
心
・
安
全
・
安
定
し
た
水
の
循
環
に

努
め
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
老

朽
管
路
に
お
け
る
耐
震
化
改
良
事
業
や
、

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡

地
新
規
開
発
の
水
道
整
備
を
実
施
し
ま

す
。
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
資

産
の
調
査
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の

実
施
及
び
維
持
保
全
計
画
を
策
定
し
、
予

防
保
全
を
前
提
と
し
た
計
画
的
な
事
業
実

施
を
推
進
し
ま
す
。

▼
「
公
園
・
緑
地
及
び
墓
園
等
の
整
備
」

　

野
嵩
第
一
公
園
及
び
比
屋
良
川
公
園
の

整
備
を
進
め
、
風
景
づ
く
り
推
進
事
業
に

つ
い
て
は
、
市
民
等
と
協
働
し
、
宜
野
湾
ら

し
い
景
観
資
源
を
大
切
に
守
り
育
て
、
豊

か
で
潤
い
あ
る
風
景
づ
く
り
に
取
組
み
ま
す
。

　

墓
園
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
宜
野
湾

市
墓
地
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
キ
ャ
ン
プ

瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
に
お
け

る
公
営
墓
地
整
備
事
業
に
取
組
み
ま
す
。

基
本
目
標
６

平
和
を
つ
な
ぎ
、
未
来
へ
発
展
す
る
ま
ち

▼
「
基
地
問
題
へ
の
対
応
」

　

ま
ち
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
普
天
間
飛
行

場
は
、
戦
後
70

年
以
上
も
の
長
期
間
、
航
空

機
事
故
の
危
険
性
や
騒
音
被
害
等
、
市
民

の
生
活
環
境
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
上
で
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

昨
年
12

月
に
発
生
し
た
普
天
間
第
二
小
学

校
へ
の
米
軍
ヘ
リ
「
窓
」
落
下
事
故
を
は
じ

め
、
頻
発
す
る
事
故
の
度
に
、
市
街
地
に
囲

ま
れ
た
普
天
間
飛
行
場
が
、
世
界
一
危
険

で
あ
り
、
一
刻
も
早
い
返
還
の
必
要
性
が

示
さ
れ
る
も
の
の
、
政
府
と
沖
縄
県
は
対

立
を
続
け
、
解
決
に
向
け
た
道
筋
は
依
然

と
し
て
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
固
定
化
は
絶
対
に
許
さ
な

い
と
い
う
市
民
の
総
意
の
も
と
、
国
・
県
の

み
な
ら
ず
、
米
政
府
に
対
し
て
も
私
自
ら

訪
米
に
よ
る
要
請
行
動
を
継
続
し
、
返
還

合
意
の
原
点
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
方
策
を
講
じ
、
宜
野
湾
市
民
が
強
く

望
む
普
天
間
飛
行
場
の
一
日
も
早
い
返
還

と
、
５
年
以
内
の
運
用
停
止
を
は
じ
め
と

す
る
、
返
還
ま
で
の
間
の
危
険
性
除
去
及

び
基
地
負
担
軽
減
の
確
実
な
実
現
を
求
め

ま
す
。

▼
「
基
地
跡
地
利
用
の
推
進
」

　

普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
、
地
権
者
の
合
意
形
成
活
動
と
各
分
野

の
計
画
内
容
の
具
体
化
に
向
け
た
取
組
み

を
進
め
、
今
年
度
に
「
全
体
計
画
の
中
間
取

り
ま
と
め
」
に
お
け
る
配
置
方
針
図
の
更

新
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
７
月
１
日
に
創
設
し
た
「
普
天
間
未
来

基
金
」
に
つ
い
て
は
、
企
業
や
全
国
の
方
々

か
ら
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
、
今
年

度
は
、
同
基
金
の
一
部
を
活
用
し
、
基
地
跡

地
の
未
来
を
担
う
国
際
的
な
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
市
内
中
学
生
の
短
期
海
外
留

学
派
遣
費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。
今
後

も
全
国
の
宜
野
湾
市
を
応
援
す
る
支
援
者

か
ら
寄
附
を
募
り
、
基
地
跡
地
利
用
の
推

進
に
関
す
る
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
の

合
意
形
成
活
動
や
、
沖
縄
健
康
医
療
拠
点

の
中
核
と
な
る
琉
球
大
学
医
学
部
及
び
同

附
属
病
院
の
移
設
に
向
け
、
琉
球
大
学
と

連
携
し
て
取
組
み
ま
す
。
ま
た
跡
地
利
用

の
先
行
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
今
後
返
還

さ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
跡
地
利
用
計
画
に

つ
な
が
る
よ
う
、
国
、
沖
縄
県
及
び
地
権
者

と
連
携
し
た
取
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

▼
「
平
和
行
政
の
推
進
」

　

戦
後
70

年
余
が
経
過
し
、
多
く
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
た
沖
縄
戦
の
風
化
が
危
惧
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
被
爆
地
長
崎
県

へ
の
平
和
学
習
派
遣
事
業
等
を
実
施
し
、

平
和
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

（
む
す
び
に
）

　

今
年
度
も
活
気
に
あ
ふ
れ
、
豊
か
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も

に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感
じ
、
宜

野
湾
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
「
宜
野
湾
が
い

ち
ば
ん
！
」
だ
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、「
都
市(

ま
ち)

づ
く
り
、
人
づ
く
り
、

未
来
づ
く
り
」
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年 

２
月
26
日

宜
野
湾
市
長　

佐
喜
眞　

淳

平成30年度　施政方針（要旨）
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